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シリーズ●医療機関のご紹介 花田医院  花田  有二  院長

Vol.34C l i n i c  I n t r o d u c t i o n  Vol.35C l i n i c  I n t r o d u c t i o n  

みんながHappyでありますように 家庭医として、地域のなかで
今回ご紹介する先生は、浜田市日脚町のもりわき眼科・

森脇 裕平 先生です。

〒697-1322
島根県浜田市日脚町244-8
☎0855-24-7510  FAX0855-24-7511

もりわき眼科
院 長  森脇  裕平

診療科目／
診療時間／

休 診 日／

眼科
毎週月、水、金 … 8：30～11：45、15：00～18：00
火 … 8：30～11：45、午後は手術後に16：45まで　
木 … 8：30～11：45、午後は予約診療が優先されます
土 … 8：30～11：45 
土曜日午後・日曜日・祝祭日

〒699-2841
島根県江津市後地町3023
☎0855-55-0005  FAX0855-55-3024

花田医院
院 長  花田  有二 

診療科目／
診療時間／

休 診 日／

内科、循環器科、小児科
毎週月～金 … 8:30～12:00、15:00～18:30
　　　　土 … 8:30～12:00、14:00～17:30 
日曜日・祝祭日

「浜田には波子の海岸に大佐山、芸北国際などリゾー
トと呼べる場所がたくさんあります。今日でも真っ青
な空が広がり、山は緑にあふれ、海は青く澄んでいる
というように素晴らしい自然が多く見られます。せっ
かく浜田市にいるのでもっとリゾートを楽しみましょ
う。」と語られた先生は温かい雰囲気を持った郷土を大
切にされている方でした。

インタビューを終えて

続いてご紹介する先生は、江津市後地町の花田医院・
花田 有二 先生です。

「こちらに帰ってきて、おいしい食べ物、素晴らしい自然、
周囲の人とのかかわり合いがあります。スキーやゴルフなど
の遊びもそこそこでき、多少不便なことはありますが田舎も
良いもんだと私たち家族は満足しています。」と語られた先
生は、真摯で活力あふれる方でした。

インタビューを終えて

　1961年に浜田市で生まれ、父方の祖父は浄土宗の僧
侶、母方の祖父は軍医でした。そのような環境のもと、
母方の祖母の勧めもあったことから医師を志すように
なりました。鳥取大学医学部に進学し、同大学の眼科医
局に入局し、鳥取県立厚生病院や済生会江津総合病院
などの病院勤務を経験した後、平成10年に浜田市に帰
り開業しました。

　もりわき眼科では超音波白内障手術や翼状片手術、片
側顔面痙攣に対するボツリヌス療法、加齢黄斑変性症及
び眼底出血による黄斑浮腫に対しての抗VEGF硝子体内
注射などの治療を行っており、黄斑症や緑内障に威力を
発揮するOCT(光干渉断層計)を早くから導入するなど当
院で対応可能な病気に関して常に治療法を向上させるよ
うに努めています。また、常に学習を怠らず新しい医学知
識を習得し、新しい医療情報を患者さんに提供できるよ
うに努めています。日々の生活がより豊かで実りあるため
には、やはり健康である事が一番大切です。この地域で
眼の健康のお手伝いをさせて頂いて、みなさまのお役に
立つもりわき眼科となれますようにと日々考えておりま
す。そのために、私も含めスタッフ同士が支え合いながら
患者さんにとって最善なことを考えて実践する「チームも
りわき眼科」であるよう心がけて患者さんと接しています。
　当院で対応が難しい方に関しては浜田医療センター、
島根大学付属病院等高度医療機関への紹介治療を行っ
ております。浜田医療センターの石黒眞吾院長、眼科の
井上真知子先生をはじめ多くの先生方にはお世話に
なっており、いつも感謝しております。ありがとうござ
います。今後とも浜田医療センターを中心とした医療
ネットワークに加えていただき、地域貢献をしていこ
うと思っております。

　患者さんの笑顔は当院スタッフや私の喜びでありま
す。私たち眼科医療チームは笑顔で誠実に患者さんに接
するよう心がけます。少しでも患者さんの目の病気の負
担が軽くなり笑顔になっていただければ幸いです。その
笑顔で私たちも幸せになれます。素敵なHappyの循環が
できることを願っております。

　大正9年に私の祖父が開業したのが当院の始まりで、
私は三代目になります。祖父が開業したての頃、近隣に
は開業医がほとんどありませんでした。地域の要望に応え
隣町の浅利町に分院を設立、父が江津に帰ると昭和32年
より隣町の波積町の診療所を任され、以後当院は3診療
所体制となりました。祖父が亡くなった後、父は一人で3
か所を切り盛りして非常に多忙であったようです。父は私
に医師になることを勧めはしませんでしたが、家庭の環境、
祖父や父の診療の姿から、自然に医師を志すようになり
ました。国立宮崎医科大学に入学し、卒業後は同大学第
一内科に入局しました。第一内科は循環器・高血圧・腎臓・
消化器のグループからなり、すべてに首を突っ込みました。
このことが内視鏡など開業した際に非常に役立っていま
す。そして、最終的には循環器を専攻することにしました。
当時はカテーテルによるインターベンションが始まった頃
で経皮的冠動脈形成術の開始に関わり、また、ステント・
経皮的弁形成術・カテーテルアブレーション等の導入を
行いました。殆ど大学に所属していましたが、県立宮崎病
院や都城医師会病院に出向した折は非常に忙しい濃密な
時間を過ごしました。
　母が病気がちになったのを機に平成9年12月に帰ってま
いりました。暫くは本院を私が引き継ぎ、浅利と波積を父
が診るといった体制で行っていましたが、父の引退後平
成22年からは時間を調整して3診療所とも私が診察をし
ています。20年近く外に出ていて浦島状態の私に対して、
地域の方々は非常に暖かく迎えてくれました。循環器の専
門性を活かしながら、家庭医として地域で頑張ろうと意
気込んで帰ってきたわけですが、ますますその大切さを
感じました。
　私には目指している診療の基本姿勢があります。患者さ
んにやさしい気持ちで接すること、訴えに常に耳を傾けき
ちんと向き合うこと、広く新しい知識・経験・診療技術
を身に付けること、病気や病態の正しい答え(診断)を求め
続けることです。そうすることで患者さんが満足し、笑顔
になってくれればなと思っています。開業医になってから
18年の間に介護保険や新研修制度が始まり、医師不足(特
に県西部)があるなど周りの環境が大きく変わってきてい
ます。忙しさも増しなかなか思うように行かないことも多

いのですが、努力を続けたいと思っています。
　時間を経るにしたがい患者さんのカルテが厚みを増し
ています。カルテの中には、経過中、何回か癌、急性疾患、
検査などで浜田医療センターや済生会江津病院などを紹
介した記録があります。その際にはセンターの先生達が
非常に頑張って診療していただき、また丁寧な返書をいた
だき非常に感謝しています。今後も家庭医として、急性期
は医療センターの先生の皆さまに助けてもらいながら、
患者さんの長い人生に関わっていきたいと思っています。

もりわき眼科  森脇  裕平 院長
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